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1 金田一京助他編『新明解国語辞典 第四版』（三省堂・1994年）p.450より引用。 












































































ス映像の交換を目的としたネットワークである JNN（Japan News Network）を 1959年に結成
した。これに倣い、日本テレビを中心としたNNN（Nippon News Network）、フジテレビの FNN
（Fuji News Network）、テレビ朝日の ANN（All-nippon News Network）、テレビ東京の TXN
（TX Network）といった放送ネットワークが次々に結成されていった。 
 しかし、ネットワークの目的は、民間放送が持つ広告放送としての性質によって次第に変化し



















表 2-1・地上波テレビ・広域放送エリアにおけるネットワーク加盟局による地域情報番組（2014年 1月現在） 
都府県名 番組名 放送局 放送時間 内容 
茨城 磯山さやかの旬刊!いばらき テレビ朝日 金・10:25～10:30※1 観光スポット等の紹介 
東京 東京サイト テレビ朝日 月～金・13:55～13:59 都の取り組みの紹介 
TOKYOマヨカラ! テレビ東京 金・1:30～1:45 若者同士の討論 
すなっぷ テレビ東京 水・19:55～20:00 地域の取り組みの紹介 
愛知 SKE48のあいちテル! 東海テレビ 土・17:26～17:30 県の取り組みの紹介 
クリック!あいち 中京テレビ 金・22:54～23:00※2 県のイベント等の紹介 




























都県 NNN JNN  FNN  ANN TXN 独立局 
東京 日本テレビ TBSテレビ 
 









県 NNN JNN  FNN ANN TXN 独立局 






岐阜 ― ぎふチャン 
三重 ― 三重テレビ 
 
表 2-4・近畿地方を放送エリアとする民放テレビ局 
府県 NNN JNN  FNN ANN TXN 独立局 






京都 ― KBS京都 
兵庫 ― サンテレビ 
滋賀 ― びわ湖放送 
奈良 ― 奈良テレビ 






                                                   














下の表 3-1 は、2011 年度の日本における放送市場の規模を示したものである。また、グラフ
3-1 は各事業者が占める市場シェアを示している。これを見ると、地上系の放送事業者の収入規



























































 このデータを見ると、ケーブルの契約数は 7,940であり、全体の 55％を占めていることがわか
る。これは、衛星放送の大手事業者である「スカパー！」や「WOWOW」よりも多い。つまり、
ケーブルテレビは多チャンネル放送を視聴する手段として支持を受けているのである。 

































較し、その相違点をまとめたものである。なお、BS は Broadcasting Satellite（放送衛星）の、
CSは Communications Satellite（通信衛星）のそれぞれ略称である。衛星放送が開始された当







2013 年 10 月に発表したデータ11によれば、日本のケーブルテレビ事業者のうち、株式会社が占
める割合は 57.4%（313 事業者）であるが、地方公共団体も 37.2%（203 事業者）を占める。な
お、株式会社の一形態で、地方公共団体などの公的部門が出資を行っている第三セクター方式の
                                                   
































































                                                   
12 2013年 12月現在、NHKの受信料（地上契約）の月額は、口座・クレジット支払いの場合は 1,225円、継続振込の場合は
1,275円である。なお、衛星放送（BS1・BSプレミアム）を視聴する場合は契約区分が「衛星契約」になる。衛星契約の場合
の受信料は、口座・クレジット支払いの場合は月額 2,170円、継続振込の場合は月額 2,220円である。 
「NHK受信料の窓口－NHK放送受信契約・放送受信料のご案内」（https://pid.nhk.or.jp/jushinryo/about_3.html） 
13 ケーブルテレビの月額料金やチャンネル数は事業者によって異なる。例えば、大手 MSOの JCNグループの場合、55チャ
ンネルが視聴できる「デジスタ」（月額 3,990円）、63チャンネルの「デジエース」（月額 4,725円）、74チャンネルの「デジマ
ックス」（月額 5,040円）の３つの料金プランがある。 


































































大手MSO系 入間ケーブルテレビグループ 独立系 
ジェイコムさいたま 入間ケーブルテレビ 狭山ケーブルテレビ 
JCN埼玉 東松山ケーブルテレビ 行田ケーブルテレビ 
JCN関東 ゆずの里ケーブルテレビ 飯能ケーブルテレビ 
JCN熊谷  本庄ケーブルテレビ 
  蕨ケーブルビジョン 





グループに所属している CATV 事業者である。2013年 11月現在、次ページの表 4-2のような地
域情報番組を放送している。 
「コミュニティ伝言板」は、毎日放送される文字情報番組である。静止画やテロップにより、
川口市と戸田市で行われるイベントの告知や店舗の PR などが行われている。平日は 1回当たり
15分間のものを、一日 6～9回（曜日によって回数は異なる）放送しているが、土日には 1回当
たり 30分間のものも放送される。 





りの放送時間は 15分間で、一日当たり 1～ 2回放送される。2013年 11月に放送された回では、
川口市の鮮魚料理店「海鮮食堂まことや」が紹介された。 
 
表 4-2・JCN埼玉の地域情報番組の一覧（2013年 11月現在） 
番組タイトル 更新頻度 1回当たりの放送時間 ジャンル 
コミュニティ伝言板 不定期 15～30分 文字情報 
千客万来ナイスなお店 月 1回 15分 店舗紹介 
ふれあい川口※1 月 1回 30分 自治体広報 
 ふれあい戸田 10分 
デイリーニュース 週 5回 15分 地域ニュース 
JUMPキッズ なわとびすと選手権 月 1回 15分 ドキュメント 
ライブカメラ映像 週 5回 15分 風景映像 











の広報番組である。1 回当たりの放送時間は 10 分で、月に 1 回更新される。2013 年 11 月放送
分では、戸田市の子育て支援サービスが紹介された。 
「デイリーニュース」は、川口市・戸田市の出来事やイベントの模様など伝える 15 分番組で






で見せる番組である。1回当たりの放送時間は 15分で、月曜日と土曜日には 2回放送される。 
「ライブカメラ映像」は、川口市と戸田市にそれぞれ数か所設置された定点カメラが撮影した


















































・地域情報番組の構成             ・番組全体の構成 
番組ジャンル 放送時間（分） 番組分類 放送時間（分） 
文字情報 150 地域情報番組 330 
自治体広報 30 共同制作番組 150 
地域ニュース 75 テレビショッピング 600 
風景映像 15 その他 360 
店舗紹介 30 合計 1440 
少年スポーツ 30   











































・地域情報番組の構成             ・番組全体の構成 
番組ジャンル 放送時間（分） 番組分類 放送時間（分） 
文字情報 90 地域情報番組 255 
自治体広報 30 共同制作番組 120 
地域ニュース 90 テレビショッピング 600 
風景映像 15 その他 465 












































・地域情報番組の構成             ・番組全体の構成 
番組ジャンル 放送時間（分） 番組分類 放送時間（分） 
文字情報 150 地域情報番組 330 
自治体広報 30 共同制作番組 135 
地域ニュース 90 テレビショッピング 600 
風景映像 15 その他 375 













































・地域情報番組の構成             ・番組全体の構成 
番組ジャンル 放送時間（分） 番組分類 放送時間（分） 
文字情報 90 地域情報番組 255 
自治体広報 30 共同制作番組 75 
地域ニュース 90 テレビショッピング 600 
風景映像 15 その他 510 













































・地域情報番組の構成             ・番組全体の構成 
番組ジャンル 放送時間（分） 番組分類 放送時間（分） 
文字情報 135 地域情報番組 315 
自治体広報 30 共同制作番組 120 
地域ニュース 90 テレビショッピング 600 
風景映像 15 その他 405 













































・地域情報番組の構成             ・番組全体の構成 
番組ジャンル 放送時間（分） 番組分類 放送時間（分） 
文字情報 30 地域情報番組 315 
自治体広報 45 共同制作番組 120 
地域ニュース 135 テレビショッピング 600 
店舗紹介 15 その他 405 












































・地域情報番組の構成             ・番組全体の構成 
番組ジャンル 放送時間（分） 番組分類 放送時間（分） 
文字情報 75 地域情報番組 300 
自治体広報 45 共同制作番組 135 
地域ニュース 135 テレビショッピング 600 
店舗紹介 30 その他 405 










































表 4-10・JCN埼玉の地域情報番組の一覧（2010年 4月当時） 
番組タイトル 更新頻度 1回当たりの放送時間 ジャンル 
コミュニティ伝言板 不定期 15～45分 文字情報 
千客万来ナイスなお店 月 1回 15分 店舗紹介 
永瀬洋治の爺放談 月 1回 15分 対談 
ふれあい戸田 月 1回 10分 自治体広報 
デイリー埼玉 週 5回 15分 地域ニュース 
みんなのけーぶるランド 不定期 15分 イベント情報 
 













（2013年 11月現在と 2010年 4月当時） 
 






週の日曜日）では 400 分放送されていた。しかし、2013 年現在では少ない日（「ふれあい川口」









項目 2010年 4月 2013年 11月 


























 また、地域情報番組が番組表全体に占める割合は、2010 年時点の 26.7～33.3％に対し、2013
年現在では 15.6～22.9％にまで減少している。これは、2010年当時の JCN埼玉チャンネルの放






ピングはどうであろうか。2010 年 4 月時点では、土曜日・日曜日が 555 分と最も放送時間が短
く、月曜日と木曜日が 645分で最も長くテレビショッピングが放送されていた。番組表全体に対
するテレビショッピングの割合は、一日当たり 42～48.9％である。一方、2013 年現在では、テ








しかし、2013 年現在では、「彩の国ケーブルテレビ情報局」に加えて JCN 関東、JCN 熊谷と
共同制作している「埼玉エリア番組」が 3本あるほか、JCNとともに KDDIの傘下にあるMSO
である J:COM との番組「JCN×J:COM 週末 Do する生テレビ」が土曜日に 45 分間放送され
ている。 
本論文の冒頭で指摘したとおり、現代における地域メディアの多様化は進展の一途をたどって
                                                   
17 デジタル放送のみ。ただし、2010年 4月当時の「JCNプラスチャンネル番組表」によると、アナログ放送チャンネルのみ









ープに所属しているケーブルテレビ事業者である。2013 年 11 月現在、下の表 4-12 のような地
域情報番組を放送している。 
 
表 4-12・ゆずの里ケーブルテレビの地域情報番組の一覧（2013年 11月現在） 
番組タイトル 更新頻度 1回当たりの放送時間 ジャンル 
ゆずっちゃお!! 週 1回 30分 地域総合 
ぶらり毛呂山 月 2回 30分 地域散策 
ゆずの里健康だより 月 1回 15分 健康情報 
町長に聞く 月 2回 15分 自治体広報 
飛び出せ!元気なもろっ子!! 月 1回 15分 少年スポーツ 
県政の窓 月 1回 15分 県議インタビュー 
 
「ゆずっちゃお!!」は、毛呂山町内のイベントの様子、ニュースなどを伝える番組である。毎


































































・地域情報番組の構成           ・番組全体の構成 
ジャンル 放送時間（分） ジャンル 放送時間（分） 
地域総合 120 地域情報 540 
地域散策 60 他局番組 120 
健康情報 60 共同制作番組 60 
自治体広報 30 テレビショッピング 540 
少年スポーツ 30 その他 180 











































・地域情報番組の構成           ・番組全体の構成 
ジャンル 放送時間（分） ジャンル 放送時間（分） 
地域総合 120 地域情報 540 
地域散策 60 他局番組 120 
健康情報 60 共同制作番組 60 
自治体広報 15 テレビショッピング 540 
少年スポーツ 30 その他 180 

















































番組タイトル 更新頻度 1回当たりの放送時間 ジャンル 
ゆずちゃんニュース 週 1回 15分 地域ニュース 
ぶらり毛呂山 月 2回 30分 地域散策 
ゆずの里健康だより 月 1回 15分 健康情報 
行っとこ!もろやま 月 1回 15分 スポット紹介 
復活!ゆずの街逸品 月 1回 15分 店舗紹介 
町長に聞く 月 1回 15分 自治体広報 
 

























                                                   






項目 2012年 2013年 






































表 4-17・飯能ケーブルテレビの地域情報番組の一覧（2013年 11月現在） 
番組タイトル 更新頻度 1回当たりの放送時間 ジャンル 
飯能市役所インフォメーション 週 1回 10分 自治体広報 
早起き情報 月 1回 30分 ゴミ収集告知 
飯能日高“街コロンブス” 週 2回 25分 地域総合 
情報玉手箱 不定期 5分 文字情報 
パブリック・アクセス 不定期 15分 投稿ビデオ 
助手席物語 月 2回 5分 風景映像 
報道・経済特集 不定期 30分 特集 
ごきげん体操 週 1回 5分 健康情報 
 
「飯能市役所インフォメーション」は、週に 1 回更新される飯能市の広報番組である。1 回の
放送時間は 10 分で、平日は一日につき 5 回、土日は一日に 4 回放送される。また、この番組の
過去の放送分は YouTube で配信されている。また、「早起き情報」は、飯能市と日高市の各地に
おけるゴミの分別や収集日の告知を行う 30分番組で、月に 1回更新される。  
「飯能日高“街コロンブス”」は、飯能市と日高市のイベントの告知、ニュース、店舗紹介など








の風景映像を BGM とともに流す番組である。映像は 2 週間に一度更新され、1 回当たりの放送
時間は 5 分である。また、「ごきげん体操」は、飯能市が考案した高齢者向けの体操の模様を公
開録画した 5分間のミニ番組である。週に 1 度収録され、撮影場所は毎回変わる。なお、この 2
番組は CS番組の告知に差し替えられることがある。 
「報道・経済特集」は、飯能市・日高市で起こっている問題や、埼玉県西部の経済動向などを
紹介する番組である。不定期に更新される 30 分番組で、毎月第 2 週から第 4 週に放送されてい















 現在、飯能ケーブルテレビは JCN 川越、狭山ケーブルテレビ、入間ケーブルテレビ、そして
ゆずの里ケーブルテレビの 4局と地域情報番組の交換を行っている。しかし、CATV大手の JCN
を傘下に置く KDDI が、もう一方の大手である J:COM（ジュピターテレコム）を 2013 年 4 月










                                                   






 31ページと 32 ページには、飯能ケーブルテレビの自主放送チャンネル「飯能日高テレビ」で
放送されている地域情報番組のジャンル別の比率と、チャンネル全体の構成比率をまとめた表と
円グラフが記載されている。地域情報番組の中では、「飯能日高“街コロンブス”」は毎日 100分






































・地域情報番組の構成          ・番組全体の構成 
ジャンル 放送時間（分） ジャンル 放送時間（分） 
自治体広報 50 地域情報 400 
ゴミ収集告知 30 他局番組 150 
地域総合 100 テレビショッピング 420 
文字情報 25 その他 230 










































・地域情報番組の構成          ・番組全体の構成 
ジャンル 放送時間（分） ジャンル 放送時間（分） 
自治体広報 40 地域情報 385 
地域総合 100 他局番組 60 
文字情報 15 映画 240 
特集 60 テレビショッピング 480 
店舗 PR※ 15 その他 35 
その他 155 合計 1200 
合計 385 










































番組タイトル 更新頻度 1回当たりの放送時間 ジャンル 
飯能市役所インフォメーション 週 1回 10分 自治体広報 
早起き情報 月 1回 30分 ゴミ収集告知 
パブリック・アクセス 不定期 15分 投稿ビデオ 
助手席物語 月 2回 15分 風景映像 
飯能日高“街コロンブス” 週 2回 30分 地域総合 
見～つけた 週 1回 10分 人物・スポット紹介 






当たりの放送時間は 30 分であった。現在は、最後の 5 分間を文字情報番組「情報玉手箱」に差
し替えているので、1 回 25 分で放送されている。また、「助手席物語」も、内容は現在と同一で
あるが、1 回当たりの放送時間は 15 分であった。2013 年現在の放送時間は 5 分であるため、3








 34 ページの表 4-21 は、飯能日高テレビで放送されている番組のジャンル別の放送時間と、番




したことの影響があると思われる。後者の放送時間は、2010 年の時点では一日 240 分であった
が、2013 年現在では平日で 420 分、土日は 480 分にまで増加している。つまり、飯能ケーブル








項目 2010年 2013年 


































表 4-22・埼玉県内の 3ケーブルテレビ事業者の比較（2013年 12月現在） 
事業者名 JCN埼玉 ゆずの里ケーブルテレビ 飯能ケーブルテレビ 
所属グループ JCN 入間ケーブルテレビ なし 
事業エリア 川口市・戸田市 毛呂山町 飯能市・日高市 
設立時期 1995年 6月 ※1 2009年 4月 1982年 4月 
テレビ契約世帯数 非公表 874 ※2 21,000 
契約世帯比率 非公表 5.5％ ※2 37.4％ 
視聴可能チャンネル数 55～74ch 28～77ch 23～45ch 
放送サービス料金（月額） ¥3,990～¥5,565 ¥1,260～¥7,350 ¥2,310～¥4,830 



















放送外サービス数 3 2 2 
※1・設立当時の社名は「ケーブルネット埼玉」 ※2・集合住宅を除く 
 
上の表 4-2220は、今回筆者がインタビューを行った埼玉県内のケーブルテレビ事業者を 11 項
目にわたって比較したものである。比較項目は、所属グループ、事業エリア、設立時期、テレビ












なチャンネルの数は 55から 74であり、月額料金の幅は 3,990円から 5,565円である。放送以外
のサービスとしては、通常の電話とインターネットのほかに、テレビ・インターネット・スマー
トフォン用アプリケーション利用という 3つのサービスを 1台の機器（Smart TV Box）で利用
できる「JCNスマートテレビ」を提供している。一方、地域情報番組の放送時間は一日当たり 4
時間から 6時間程度で、テレビショッピングの放送時間（一日 10時間）よりも少ない。 
入間ケーブルテレビグループに所属しているゆずの里ケーブルテレビは、県西部の毛呂山町の









の設立は 1982 年 4 月であり、今回調査した 3 社のうちでは最も古い。飯能市と日高市を事業エ
リアにしており、テレビサービスの契約世帯数は両市合わせて 21,000 である。これは、飯能市
と日高市の総世帯数（56,060）の 37.4％にあたる。なお、コミュニティチャンネルの視聴可能世
帯数は 23,000で、こちらは両市の総世帯数の 41％に相当する。 




情報番組の放送時間は一日当たり 5 時間から 6 時間余りで、テレビショッピングの放送時間（7
～8時間）に比べるとやや短い。 














































































今回のアンケートに回答した 18名のうち、男性は 8名、女性は 10名であった。このうち、ケ
ーブルテレビ加入者は男性が 2名、女性が 4名であった。また、年齢は 30代が 1名、40代と 50
代がそれぞれ 4 名、60 代が 2 名、そして 70 代以上が 7 名である。職業は自営業が 11 名と最も
多く、その他は会社員、アルバイト・パート、主婦がそれぞれ 2名、団体職員が 1名である。な
お、ケーブル加入者の職業も自営業 4名と、会社員と主婦がそれぞれ 1名であった。 
通勤先は川越市内との回答が 15（うちケーブル加入者は 5）であり、埼玉県内との回答は 1に
留まった。なお、東京都内及び他県に通勤しているとの回答はなかった。川越市に住んでいる年
数は、31年以上との回答が 12（うちケーブル加入者は 4）と最も多く、20年以内、30年以内と












①性別           ②年齢           ③職業           ④通勤先（主婦を除く）    
性別 人数（加入者） 年齢 人数（加入者） 職業 人数（加入者） 通勤先 人数 
男性 8（2） 30代 1（1） 会社員 2（1） 川越市内 15（5） 
女性 10（4） 40代 4（2） 団体職員 1（0） 埼玉県内 1（0） 
合計 18（6） 50代 4（0） 自営業 11（4） 合計 16（5） 
  60代 2（0） パート 2（0） 
  70代以上 7（3） 主婦 2（1） 




⑤川越市への居住年数    ⑥ケーブルへの加入の有無 
居住年数 人数（加入者） ケーブルへの加入 人数 
1年以内 2（0） 加入している 6 
5年以内 1（0） 加入していない 12 




























グラフ 5-3・回答者の職業別比率       グラフ 5-4・回答者の通勤先比率 
 （n=18） 
 








3 名、インターネットの利用は 4 名であった。なお、利用しているサービスの組み合わせは「テ


























































 次に、JCN 関東チャンネル（JCN 関東が運営しているコミュニティチャンネル）の視聴状況
について見ていきたい。「毎日視聴する」との回答は 2つあったが、「あまり視聴しない」との回
答は 4名分あった。つまり、JCN関東チャンネルを毎日見ているケーブル加入者は、加入者全体






は 1 名であった。よく見るチャンネルとしては「NHK 総合・E テレ」（3 名）、「NHK-BS（1・


























①視聴頻度            ②よく見るチャンネル（複数回答可） ③好きな番組（複数回答可） 
視聴頻度 人数 チャンネル名 人数 ジャンル 人数 
毎日視聴する 1 テレ玉 4 スポーツ 1 
時々視聴する 3 TOKYO MX 0 ニュース 1 
あまり視聴しない 2   ワイドショー 1 






  (n=6) 
 
表 5-5・JCN関東チャンネルの視聴状況 






















視聴頻度 人数 ジャンル 人数 
毎日視聴する 2 地域情報 2 







  (n=6) 
 
表 5-6・その他のテレビ放送の視聴状況（ケーブル加入者） 
①視聴頻度                ②よく見るチャンネル（複数回答可）  ③好きな番組（複数回答可） 
視聴頻度 人数 チャンネル名 人数 ジャンル※ 人数 
毎日視聴する 5 NHK総合・Eテレ 3 ニュース 3 
時々視聴する 1 NHK-BS（1・プレミアム） 1 映画 1 
あまり視聴しない 0 ＢＳジャパン 1 料理 1 
合計 6 ＣＳ映画専門チャンネル 1 ドラマ 1 
  






































た。その次に多かったのが「衛星放送が見られなくても良いから」で、これは 4 名に選ばれた。 
その他には、「料金が高いから」を「衛星放送が見られなくても良いから」と合わせて選んだ回答







を選択した回答者は 6 名であった。また、「あまり視聴しない」を選んだのは 5 名であった。よ




視聴する」は 1名、「あまり視聴しない」は 2名であった。また、よく見るチャンネルとして 































①視聴頻度             ②よく見るチャンネル（複数回答可）③好きな番組（複数回答可） 
視聴頻度 人数 チャンネル名 人数 ジャンル 人数 
毎日視聴する 1 テレ玉 7 イベント中継 1 
時々視聴する 6 TOKYO MX 1 アニメ 1 
































①視聴頻度             ②よく見るチャンネル（複数回答可） ③好きな番組（複数回答可） 
視聴頻度 人数 チャンネル名 人数 ジャンル 人数 
毎日視聴する 9 NHK（総合・Eテレ） 7 ニュース 4 
時々視聴する 1 フジテレビ 3 ドラマ 3 
あまり視聴しない 2 日本テレビ 2 スポーツ 2 
合計 12 TBSテレビ 1 料理 1 
  テレビ朝日 1 ワイドショー 1 













































 ここでは、京丹波町が 2012 年 2 月に行ったアンケートの結果23と、今回のアンケートの結果
を比較してみたい。京丹波町のアンケートは、町に居住しているケーブルテレビ加入者のうち無

































表 5-10・京丹波町アンケートの回答者の属性  
①性別         ②年齢          ③職業           ④京丹波町への居住年数 
性別 人数 年齢 人数 職業 人数 居住年数 人数 
男性 577 20代以下 12 農林業 121 1年以内 4 
女性 219 30代 58 自営業 72 5年以内 24 
合計 796 40代 102 会社員 160 10年以内 33 
  50代 141 公務員など 78 20年以内 92 
  60代 247 学生 3 30年以内 54 
  70代以上 236 パート 81 31年以上 586 
  合計 796 無職 252 無回答 3 
    その他 25 合計 796 
    無回答 4 
    合計 796 
      
 
グラフ 5-15・回答者の男女比         グラフ 5-16・回答者の年齢比率 
 (n=796) 
 













































































































































































































































































































































































 郵政省系のプロジェクトは、1976年に CCIS（Coaxial Cable Information System：同軸ケー
ブル情報システム）調査会を設置したことに端を発するものである。その後、東京の多摩ニュー
タウンにおいて、自主放送や文字情報配信などの実験を 1975年 2月から 1980年 10月にかけて
行った。このときに収集されたデータは、後の家庭用ファックスや文字多重放送の基礎となった。 
 一方、通産省系のプロジェクトは、「Hi-OVIS（Highly Interactive Optical Visual Information 
System：高度双方向光映像情報システム）計画」と名付けられた。こちらは奈良県生駒市の東生
駒地区において、1978年 7月から 1986年 3月にかけて実験が行われた。内容は、自主放送チャ
ンネルHCT-20によるスタジオ放送などの放送系サービス、視聴者が選んだビデオや静止画像を
配信するリクエスト系サービスやホームショッピングなどであった。この中では、リクエスト系


































1986 年 12 月に開始された NHK の BS 試験放送が皮切りであった。これの 3 年後の 1989 年に





ルテレビ事業者が衛星放送の利点を活用できたわけではなかった。当時、1 チャンネルを 1 年間
放送する際の衛星の中継器使用料は約 4億円であり、これは中堅のケーブルテレビ事業者の年間
売上高に相当するものであった。また、郵政省のケーブルテレビ事業者に対する行政指導も当時





































































































（関西大学総合情報学部紀要『情報研究』第 21号・2004年 10月・p.79-p.92） 





Michael Zhaoxu Yan and Philip M.Napoli,Market Competition,Station Ownership,and Local Public Affairs Programming 
on Broadcast Television （Journal of Communication,56,2006,p.795-p.812） 
Stanford L. Levin and John B.Meisel ,Cable television and competition Theory, evidence and policy 
























































































 ①性別 1・男性 2・女性 
 
 ②年齢 1・10代 2・20代 3・30代 4・40代 5・50代 6・60代 7・70代以上 
 
 ③職業 （「9・その他」を選んだ方は職業名を括弧の中にお書きください） 
1・会社員 2・公務員 3・教員／その他団体職員 4・自営業 
5・学生 6・アルバイト／パート 7・主婦（主夫） 8・無職 
9・その他（                              ） 
 
 ④通勤・通学先（③で 1～6を選んだ方のみ） 
1・川越市内 2・埼玉県内 3・東京都内 4・その他 
 
 ⑤あなたが川越市に住んでいる年数 
 1・1年以内 2・5年以内 3・10年以内 4・15年以内 5・20年以内 





  ＊「1・自宅または職場が加入している」を選んだ方 
→Ⅱ（62ページ）・Ⅳ・Ⅴ（64ページ）の質問にご回答ください。 
 






















 A・地上波テレビ放送・ローカル放送チャンネル（テレ玉・3ch／TOKYO MX・9ch） 
 
（1・毎日視聴する 2・時々視聴する 3・あまり視聴しない） 
 
  よく見るチャンネル（                            ） 
 





（1・毎日視聴する 2・時々視聴する 3・あまり視聴しない） 
 





（1・毎日視聴する 2・時々視聴する 3・あまり視聴しない） 
 
  よく見るチャンネル（                            ） 
 











 1・料金が高いから  










 A・地上波テレビ放送・ローカル放送チャンネル（テレ玉・3ch／TOKYO MX・9ch） 
 
（1・毎日視聴する 2・時々視聴する 3・あまり視聴しない） 
 
  よく見るチャンネル（                            ） 
 





（1・毎日視聴する 2・時々視聴する 3・あまり視聴しない） 
 
  よく見るチャンネル（                            ） 
 

















1・ケーブルテレビ 2・広報川越 3・川越市ホームページ 4・イベントのポスター  
5・イベントのチラシ 6・テレ玉 7・埼玉新聞 8・口コミ  
9・特にない 10・その他 
 
Ⅴ．全ての方へ ＊自由記述 
 現在、あなたがテレビ放送や川越市の情報について感じていることがありましたら、下のスペ
ースに自由に記述してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ご協力ありがとうございました。 
